
人が傷害を負ったり物的損害の発生が想定される内容です。

●お子様の手の届かないところに保管してください。
●使用後は汚れや水気を拭き取って、よく乾燥させてください。汚れたまま、あるいは濡れたまま長時間放置すると、

カビが発生する可能性があり、製品が劣化しやすくなります。
●汚れがひどい場合は、薄めた中性洗剤を柔らかい布などに付けて落とし、その後洗剤をよく拭き取って自然乾燥

させてください。（※生地の取り外しはできません）
●直射日光、雨風が当たる場所および、高温多湿になるところを避けて屋内の乾燥した場所に収納保管してください。
●廃棄の際は、各自治体の指示に従って廃棄してください。
※誤った取扱および改造などによる損害・事故につきましては、責任を負いかねますのでご了承ください。
※レンタル業・中古販売等における他人への貸し出し・販売・譲渡によって発生した損害・事故・各部品の損傷劣化に
　おきましては、一切責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

�

場合により人が死亡または重症を負う可能性が想定される内容です。
軽症または物的損害が発生する頻度が高い事が想定される内容です。

株式会社ナチュラム
大阪府大阪市中央区農人橋�丁目�番��号
大江ビル��階
https://www.hilander-outdoor.jp/

※※ご使用いただく前に必ず安全な場所で組立、取扱方法及び付属品の確認をしてください。製品に不具
合及び不足が確認された際は、 直ちに使用を中止し、本取扱説明書「製品の保証について」の項目
をご確認いただき、お問い合わせください。

素 材

サ イ ズ
収納サイズ
※製品の性質上、本体にどうしてもムラや小さな傷が入っている可能性がございます。
※フレームやサイドバーは、使用時にガタツキや外れが発生しないように固めに作られております。
※各パーツは手作業で製造されているため、若干の誤差が生じます。組み立てが難しい場合は、サイドバー

の向きを入れ替えるなどしてお試しください。

：

：
：

ブナ（フレーム、サイドバー）、コットン（本体生
地）、���Dポリエステル（収納袋）、スチール（サ
イドバー金具、ロック金具）
約W��×H��×D��cm
約W��×H��×D��cm

重 量
座 面 高
耐 荷 重
付 属 品

：
：
：
：

約�.�kg
約��cm
約���kg
脚キャップ、収納袋

この度は本製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
安全にご使用いただく為に、 本取扱説明書を必ずお読みになり、 
内容を理解してからご使用ください。
また、 取扱説明書は大切に保管してください。

取扱説明書

各部の名称およびセット内容

MADE IN CHINA�

➃収納袋

脚フレーム

本体生地

ループ

➀本体 ➁サイドバー
　   （�本）

本体フレーム

カーブ
フレーム

サイドバー

サイドバー金具

ロック金具

ロック金具

➂脚キャップ
　（�個）

外形寸法：幅���mm×奥行き���mm×高さ���mm　座面の高さ ���mm
構造部材：天然木、金属（スチール）
表面加工：ウレタン樹脂塗装
張り材：コットン
クッション材：ウレタンフォーム

〈取扱い上の注意〉
●熱の近くでの使用や直射日光下での保管や長時間の使用は、お避けく
ださい。●座る目的以外には、使用しないでください。又、保護者の目の届
かない所でお子様ひとりでは、使わせないでください。転倒など、怪我のも
とになります。

〈表示者〉
株式会社ナチュラム
大阪府大阪市中央区農人橋�丁目�番��号大江ビル��階
中国製

点検項目（※）
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組立方法

本体背面の脚フレームにサイドバーを取り付けます。サイドバーの金
具が外側に来るように脚フレームの凹に差し込み、サイドバーの金具
の穴に脚フレームの突起を入れます。座面側も同様に装着します。

フレームは、使用時にガタツキや外れが発生しないよう固めに作られております。少し力を入れて脚フレームを
内側に押すようにしてサイドバーを取り付けてください。また、パーツは手作業で製造されている為、若干の誤差が
生じます。組み立てが難しい場合は、サイドバーの向きを入れ替えるなどしてお試しください。

1

収納方法

収納の際は、組立方法と逆の手順で行い付属の収納袋に入れて
保管してください。

本体を広げて、本体フレームの背面および座面側の凹部にカーブ
フレームの突起を差し込み、ロック金具を装着します。

2

脚フレームの凹にサイドバーを差し込む。 サイドバーの金具の穴に本体の突起を入れる。

注意事項

軽く
内側へ
押す

カーブフレームと本体フレームを
引っ張りロック金具を装着する
ための隙間を作るとロック金具
がはまりやすくなります。

POINT

本体生地がロック金具に被っているとカーブフレームの金具が装着しづらい場合が
あるためロック金具の付け根がみえる程ずらしてください。POINT

➀本体を広げます

➃カーブフレームの突起を
　フレームの凹に入れます。

➁本体生地をずらします。 ➂ロック金具を広げます。

➄ロック金具を装着します。

背面の生地を下へ
ずらします。

ループは座った際に起こる生地
ズレを防ぎます。ループがたるん
でいる場合は、生地を引っ張り
たるみを調整します。

POINT

➅ロック金具に生地がかぶさ
るように生地を整え、ループ
（�本）を本体フレームに引っ
掛け固定します。

➆座面側も同様にカーブフ
レームを装着します。

ロック
金具

カーブフレーム


